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那

事

變

の

，
勃

發

は

、

右

，
の

如

き

矛

盾

に

停

滞

す

る

事

を

許

さ

ず

。
二

方

に

於

て

軍

需

品

請

要

の

，
激

增

に

依

つ

て

、

重

工

業

の

加

速 

度
ぶ
發
展
-

R
要
H

.れ

他

方

H

於W

經
濟S

：

編
成
に
對
す
る
計
®

化
，
が

必

至

と

な

つ

た

。

か

く

V

業

Q

市

雲

濟

原

g
i

を

修

正

す 

宓

頸

^
廳

：_

潘
#

*

_

;楚
め
馨
；

於
け
：

_

篇

扼

'<
0
'概
撕
的
&

編
成
替
.で
ぁ
_
'
か

働
‘
物
廣
等
の
'^
4
'f
c

對
し
て
.直
接
的
な
絲
峁
が
加
へ
ら
れ
；

9

に
至
つ
，た
.
o 

.
例
へ
ば
廣
金
に
關
し
て
は
資
金
調
藤
法
が
ぁ
り
、
勞
働
に

'關
1

. |
蓍

1

; 1
_

顏

-|
:
1:
限
1:
，
1;
_

_

_

に
1>
上
_

と
,

の
也
物
鸯

要
が
生
じ
た
ノ
換
言
す
れ
ば
.
國
防
經
濟
的
觀
點
か
ら
、
最
1

重
要
に
し
て
効
果
多
き
所
に
物
資
を
配
給
す
る
办
で
ぁ
る
。
か
く
て
输
. 

”

入
品
等
臨
時
措
置
法
が
公
布
さ
れ
、
之
を
毋
法
と
し
て
幾
多
の
配
給
漱
制
に
關
す
る
法
令
が
施
行
さ
れ
た
。
又
填
行
法
の
形
態
で
も

配
給
統
制
法
に
關
す
る
掛
令
が
發
布
さ
れ
た
の
で
ぁ
る
。
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石
油
酿
給
線
制
規
則
，
揮
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油
及
び
隶
汕
版
賣
联
麓
则
、：右
炭
販
貨
取
締
親
則
、
棄
版
賣
取
減
淡
則
、
薪
哉
材
需
給
調
整
規
則
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石
炭
配
給
調
盤
规
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毛
疆
醐
給
統
善
規
則
、
國
產
羊
毛
の
膦
買
'制
限
1
關
す
~る
^

'
織
維
製
倚
鄭
給
統
制
規
^;
、
，輸
出
八
造
絹
製
品
配
給
統
制
規
則
、
绝
糸
配
給 

絳
侧
規
則
、
黄
麻
.マ
A
ラ
胄
@1
!
給
ぼ
^,
矶
趴
、
^，
麻

大

制

規

則

、
苧
棘
大
麻
の
購
賢
制
限
'に
關
す
る
件
、
織
維
屉
配
給
統
制
規
貤 

,
ゴ
ム
丨
ゴ
ム
配
給
統
制
規
則
"
層
.コ
ム
及
粉
末
ゴ
ム
m
給
^
制
規
HI
J
、ゴ
ム
靴
の
販
賣
制
限
に
關
す
る
件
、
自
動
軍
タ
ィ
ヤ
•
チ
ユ
ー
ブ
㈣
吣
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米
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用
卷
既
紙
供
給
制
限
規
則
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原
料
甘
藷
鄱
給
統̂

掘
則
、
皮
革
原
料
た
る
水
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励
物
■
•

販
賢
制
限
に
關
す
ろ
件
、
屑
紙
配
給
統
制
規
則
、
マ
ッ
チ
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製
造
及
び
配
給
に
關
す
る
件
、
セ
メ
ゾ
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配
給
統
制
規
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ソ
ー
ダ
エ
楽 

■ 

'

 

'藥
品
邴
給
統
制
規W

、-
漁

謂

ま

給

統

制

爾

：
臨
時
穀
，物
等
の
移
出
統
制
に

_

す
る
件
、
、贫
斜
品
鑰
儲
，用
議
配
輪
赖
制
规
則
'>

農
產
：權
詰-

.

.

.

.

.

.

.

.<
,. 

,
 

.

.

.

. 

.

.

.

i 

:.

1:

•

.
 

'

■•
,
. 

.

.

:•
.
. 

■;
■*.

 

.

.

.

.
' 

.

. 

-
:

，

ヴ

:.
. 

..-
•
- 

> 

.

.

. 

'

W

.
 

•
'
'

ニ

-
.
.
'
:
* 

.

.

. 

,
......

■
..
 
'.

. 

.

.

.
V 、+

\

.
 

.
 

•
 

•.

の
販
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規

則
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箸
修
品
等
製
造
耀
賢
制
限
侦
則
、
肫
糖
</
|

購
人
制
限
に_

す
る
件
、W

果
物
配
給
統
側
肩' 

則
、
小
蔹
粉
等
配
給
統
僩
規
則
‘

、

澱

粉

顧
配
給
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规

則
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藁

H
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配
給
統
制
規
則
等
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取
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法
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依
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配
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す
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パ
石
炭
配
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制
法
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配
給
狐
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時
肥
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酸
ァ
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併
し
乍
ら
右
の
如
き
配
給
統
制
の
み
を
以
て
し
'で
k

充
分
で
な
い
。
即
ち
、價
格
統
制
，を
以
て
そ
、の
裏
打
ぢ
を
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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經
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下
に
あ
つ
て
市
場
經
濟
は
著
し
ぐ
削
獄
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し
め
ら
れ
、
修IE
を
受
け
た
け
れ
ど
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'

未
だ
放
棄
さ
れ
て
ゐ
る
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で
は
な
い
。
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動
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な
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經
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:

• 

'定
し
た
と
し
て
も
、
現
實
に
.、そ
'れ
が
：行
'は
れ
.嘉

.に
は
そ
'れ
贮
相
應
し
、た
價
格
繫
を
必
耍
と
ぞ
6

た
f

從
來
に
あ
っ
て
は
、
奴
格 

ば
市
場
に
於
け
る
需
給
の
競
合
に
依
っ
‘て
構
售
れ.

f
-
Q

で
.あ

り

，
，
そ

，
の

管
^

し

，て

配

給

經

路

が

形

成

さ

れ

た

の

で

あ

る

が

、

渑 

,

在

は

先̂:
配
給
經
路
が
.人
爲
的
，に
作
ら
れ
、
そ
.の
實
現
の
爲
に
價
格
め
人
ft
的
■設

定

が

要

求

せ

ら

れ

.る
の

 

る
"

從

っ

て

配

給

銃

制 

の
效
果
は
價
格
統
制
の
成
否
如
•何
に
掛
っ
て
ゐ
る
o 

• 

'

货
に
倒
格
統
刺
に
は
ィ
ン
フ
々
丨
シ
*
ン
阻
止
と
云
ふ
重
要
.な
課
題
が
あ
る
。
邯
場
經
濟
の
.全
き
放
氣
が
ざ
る
限
り
、
賈
洛 

は
■

給

原

观

に

依

っ
rr
絕

ぇ

ず

刺

激

、
せ

ら

れ

、

國

防

經

濟

下

の

ィ

ジ

フ

レ

丨

シ

*

ン
へ
の
進
行
が
常
に
胚
胎
す
る
o

ィ
ン
フ
レ
丨
シ

*

ン
の
逸
行
は
、
財
政
め
膨
脹
、
輸
出
の
阻
业
、
國
せ
生
活
の
困
難
等
め
派
生
的
現
象
5:
生
み
っ
、
惡
性
化
を
迪
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
：

對
策
は
萬
垒
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
;0

勿
論
價
格
統
制
の
，み
を
以
て
之
に
對
す
る
事
は
不
可
能
で
务
る
が
、
少
く
^
そ
の
最
も
中 

难
的
な
對
策
で
あ
る
01
, 

' 

,
 

- 

•
 

.
 

'

價
格
統
制
は
具
|§
,的
に
次
の
如
き
過
程
を
躐
ん
で
行
は
れ
た
0

一
 

パ
 

•ノ 

： 

’ ，

〔

暴
利
行
爲
等
取
締
規
則

〕

暴
利
取
締
に
關
す
る
法
令
は
、
旣
に
大IE
,六
年
の
米
騷
動
の
對
策
と
し
て
發
布
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
其 

の
後t

一
一
度
改
疋
せ
ら
れ
、
、更
に
昭
和
十
四
筇
十
ニ
月
に
根
本
的
な
改
芷
が
加
へ
ら
れ
、
鞔
時
價
格
統
制
と

.し
て
登
場
す
る‘事

と

な

っ

た

。
•
日

く 

1何
人
ト
縱
モ
暴
利
ヲ
得
テ
物
品
販
賣
ヲ
爲

K

コ
ト
ヲ
得K

、
何
人
ド
雖
.モ
，暴
利
ヲ
得
ル
；/.目
的
ヲ
；以
.テ
：物
品
.ん
賈
占
若
i

惜
テ
爲
昼 

.

當
ノ
報
酬
ヲ
得
テ
物'^
,
販
資
ヲ
媒
介
ス
ル.ゴ
ト
ヲ
得
ス
.
,
{
:
第

1
§'
適
斯
品
目
も
當
初
八
品
目|-
:
限
定
さ
れ
だ
も
の
が
>
漸
次
堺
加
か
し
め 

,

ら
れ
"
本
法
で
は
金
品
自
に
迄
擴
大
ざ
れ
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
な
0
併
じ
^

0
云
ふ
.所
.の
暴
利
の
.標
準
に
關
私
.る
，判
斷
は
極
め
て
闲
難
な
も 

•
の
.で
あ
り
，
‘M
格
統
制
と
し
て
，は
消
：極
的
な
效
泶
を
持
つ
に
.過
ぎ
な
い
。
 

.

.

:

:)〔

物
品
販
賢
憤
格
取
締
規
則

〕

.
•價
格
統
制
は
、
冬
の
初
期
に
於
て
先
づ#
商
品
に
對
し
て
箇
別
的
に
行
は
れ
た
。
.本
法
は1

般
日
常
生
活
品 

に
：關
す
各
’規
菸
で
$:
を
。
へ
東
京
に
啉
势

■

黴
委
員
會
、
地
方
取
服
坊̂

^
養
良
會
を
設
定
じ
、'
.
#々

物
品
.の
中
央
並
ビ
地
方
に
於
け
石
標
進
填 

:

格

钇

墨
^

て
、ぃ
商
で
大
ぼ
馨
申
オ
る
。
.義

湯

果

勝

エ

太

齡
^
1
|顏

安

督

上

指

定

基

指

：定
ず
る
場
合
、
殳

商!1
:
大
臣
又
は
地
方

赁
，さ
が
物
品
の
販
賢
價
格
を
指
定
す
る
場
合
、
そ
の
價
格
が
最
高
價
格
と
な
り
•
そ
れ
以
上
の
引
上
げ
がP

ぜ
ら
：れ
る
:.
o 

'
->
.各
種
販
賢
價
格
取
締
猫
«

:
-:
泊
ば
.日
用
坐
活
馮
に
關

'1
.で
戈
：
^

:2
,
が
\:
:
>
,
原

料

品

に-«
て
：は
品
種
別
に
取
縦
規
則
が
制
定 

:''
法
に
依
つ
.て
、
;.
::>辛
雾
晏
ぼ
地
方
長
官
甙
贬
高
値
1
指
定
す
:?
>
ジ
即
方
綿
糸
阪
賢
債
格
取
締
規
則
、
ス
テ
1
ブ
ル
グ 

;

ブ
.^ :
-

き
r
ィ
キ
r
糸
販
賫
檄
将
_
締
规
刺
、i

f

阪
寶
債
廣
取
締
規
則
、
、皮
奪
配
給
統
制
規
則
、

‘

糸
販
賢
價
格
取
締
規
則
、
絹
紡
糸
販 

.寳
廣
紙
取
蹄
觀
ま
秣
水
P

及
彼
農
林
水
產I

P
S

品
販
賣
值
格
乾
締
規
蒯
等
-0
.
:
','
'
.
'
-
:
.

バ̂

^

^

へy
:
:

:

泣

驗

1
^

令
^

#
品

隱

取

締

規_:其
他
前13
の

.#
規
則
ね
_

摩
ー
：
約.三
€

種
以^;
ゃ
^

し
乍
、レ
痛
か
る
简
別
的
な
價
格
統
制
に
依
つ
て
は
、_充
分
，に
そ
.の
逋
的
，を
達
す

.る
事
が
出
來
ず
、
次
に
綜
合
的
な
價
格
1
制
の
段
階
に
移
片
す

V

る
蓺
だ
.な
か
■た

。
ー

如

紀

鑛

乾
‘

獲

時

揹

蕾
’象

る

亂

記

篇

則

忟

廢

さ

啦

’
國

家
^

軌

暴
^

鍵

ね

依

ツ

て̂/
儐

布
さ
^ .
た
.の
で
あ
る
。

•

•■:

ハ

) 

，
<
!•
.
 

: 

.

■

同
法
は
先
づ
.
V價
格
ハ
昭
和
十
四̂

九
月
十
八
日
二
於.ヶ
•■ル
額
ヲ
超
エ.：を
之
ヲ
.契
約
グ
、
支
拂
ヒ
又
ハ

」

受
領
ス
.ル
コ
.ト
ヲ
•得
スJ

第
二
條
第
.

一
項
前
既)

2
規
宏
し
て
、
-
般
の
骰
格
を
釘
付
け
に
し
て
、
そ
の
引
上
を
禁
止
し
た
の
で
ぁ
る
。
尙
ほ
九
ぶ
十
八
日
の
指
定
日
に
於
け
.る
價 

浴
の
な
い
も
の
、.即
ち
季
櫛
品
に
關*1
;
,て
.は
最
近「

の
莩
節
に
於
け.る
布
場
償
格
乂
は
之
に
準
ず
る
も
の
、
■

品
に
關
し
て
は
之
に
類
似
す
る.
 

商
品
の
指
运
0
,に
於
け
る
市
場
惯
格
乂
は
之
に
準
す
る
ネ
の
に
依
ろ
ハ
第
一

.
1條
第
三
硐
及
同
施
歲
則
第
三
條
、

.又

九

•

一
 

八
摄
が
不
當
と 

考
へ

.
ら

れ

る

時

は

、

主

務

大

臣

、
地

方

長

官

は

引

，下

*竹
後
の
額
、
引
卞
げ
寶
施
の
日
を
通
知
し
て
氣
撕
の
引
下
げ
を
命
ず
る
事
を
得
る
と
し

.
第
； 

-
•四
歡
及
同
施
疗
規
則
第
九
條

)

’
其

他

名

官

磐

、
の

指

定

レ

た

日

の

顧

務

も

九

* i

八
檟
格
と
見
做
さ
れ
る

(

第
ー
1
十
條)

。
' •

,

.

:

-
.

滴

薬

政

策

，
の
現
‘代
‘麓

題

：.
C 

.

1

-

六1

■

、ハ
f
_八
五
.
^



商
業
故
锻
鋈
，爲

瞀

, 

六

ご

c

四
八
ち)

•

.右
の
停
止
價
格
は
*
偎
格
を
眾
に
機
械
^/
に
ー
定
沏
日
に
釘
仲
げ
に
ず
る
の
で
あ
つ
て
、
旣
に
俱
格
の
騰
勢
.が
跛
行
的
に
行
は
れ
て
き
て
ゐ

3
:
'れ

、
、.'
:
:
:
:
:
备

合

，
顧

菜

不

合

理

な

.懸

靶

坐

涔

 

■ 

一
公
：
，
亡>:
^

商
#
邋

業

渚

著

合

播

之

痕

耀

ず

石

'

た
場
合
は
、
そ
の
，組
合
及
び
糾
合
員
に
付
て
效
，カ
を
持
つ
篇
と
な
る

.
0_、尙
ほ
地
方
畏
官
が
必
要
と
認
め
た
場
合
は
ァ
ゲ
ト
サ
ィ
ダ

ー

に
對
し
て 

も
强
制
的
に
適
用
さ
れ
る

(

第
彐
條)

。
之
を
停
止
價
格_,に
對
し
て
協
定
價
格
と
云4
。 

' 

V 

ん

:

「

^
主
屢
踣
又
ぼ
龙
め
廉©
基

^
た
地
.方
長
黎
_

停
也
衝
翁
不
瞥
節
が
_
考
べ
た
塲
合
'
ー1、般
^
 

.

. 

.琳
が
出
來
‘'%
之
を
；<ム
唆
價
格
と
呼
ぶ
。
之
は
價
格
鄠
統
制
令

C

第
七
條〕

に
迤
く
も
の
と'
他
の
法
令(

價
格
等
統
制
令
施
行
規
則
第
十
 
一_

. -
.
;■

に
列
擧
さ
れ
て
ゐ
る

)
に
依
る
も
の
と
あ
る' 

.

、

' 

. 

♦

:史
に
乂
停
止
債
格(

第
，一.一
條
第
一
項
俱
書

)

及
び
公
定
價
格
0
第
七
條
第
一
項
但
書〉

の
除
外
例
と
し
て
許
可
檀
格
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
石
0
即
ち
"

.
;
:

'
 

'

價
格
' ^
の
支
掷
者
又
は
受
锐
者
が
、
行
政
官
廳'の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
ば
、
そ
の
許
ざ
れ
尤
價
格
で
取
引
が
出
來
る

0 

•

以
上
の
如
く
現
在̂

於
け
.る
商
業
政
策
上
’の
手
段
は
ノ
配
給.統
制
と
價
格
統
制
と
を
樞
軸>
し
て
展
開
さ
れ
て
ゐ
る0 

、

H

*

 

/

前
述
i

 
く
、
商
業
政
策
I

的

麗

が

畢

竟

す
.纖

防

經

濟

の
I

至
業
化
に
依
つ
て
規
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
.'
.

 

;れ
は
聲
«

高

’％
爾
_

_

5爾

逢

-1
於
即
篇
宠
さ
^

べ
渣
_
盡
»'
部

門

贅
0

定
の
日
.
：
'：
.

,

本
經
濟
カ
を
前
‘提
と
す
れ
ば
\
前
者
の
獷
充
は
當
然
に
，後
苕
の
縮
少
を
、齋
ち
す
。
％
然
も
商
業
現
象
は
生
產
.の
樣
態
に
從
つ
て
規
定
さ
れ

る
も
の
で
f

「

商
業
A
樹

ル

は

生

廒

過

猙

の

此

の

一

1
0:
の
餌
に
相
藤
し
て
‘相
異
る
現
象
が
生
れ
る
。
次
5;
3

1
商
業
政
策
の
課
題
.

.

.
 

を
他
，？̂

ょ
り
ー
步
進
.め
て
考
察
し
で
み
ょ
ぅ
。
，

‘

先
づ
國
防
經
—

立
ぴ
^

極
亂
ビ
面
た
る
生
翁
脉
都
鬥
の
擴
充
よ
げ
装
察
レ
方
ぅ
®

生
葙
財
部
門
は
*
¥■
•く
か
ら
，そ
の
擴
充
が
企
圖 

せ
ら
，れ
た
。
■敵
に
眼
&

士
‘ー

年

五

坪

窜

部

ょ

皂

產

業

五

s

lf
,ff
於J
f

廳
：
へ
，提

取

さ

机

、

齓

十

1

ニ
年
三
月
に
は
企
劃
院
i

「

國 

防
充
.賞
四
ヶ
、年
計
畫」

'が
發
表
さ
れ
た
。
吏
に
昭
秭
十
三
年
十
一
.
月r

生
產
カ
鞭
充
四
'
ヶ
年
訃
畫
'

〕

が
決
’定
さ
れ
て
、「

滿
洲
國
齡
業
開
發

s.
ぎ
■
馨

」

囊

滿

贫

糖

：

_
誰
|

_

:の
_

_
が
#
簡

#
康

呓
_
鍵

_

_

Q

_

_
i :
:

_

m

l
馨

霞

权
 

_

■

■
霊

■

■

れ
■

:

。
レ
へ■

欺
雛
鄱
鴕
衡
_

_

_

1法
|

_
激
細
.嘗

奮

;
-'
|

1

^

^

」
(

#

^
塞

^

<0
'
-
!̂;
擎

眷

0
'亡
^

，
經

濟

カ

を

最

高

度

：に

廢

撺

ず

务

事

.を

經
濟
か
を
前
提
と
す
る
'限
り
ぃ
從
來
の
市
場
.機
構
に
.依
つ
て
簇
生
_’せ
を
贬
安
#

徵
の
'企
業
を
自
由
に
浒
動
せ
し
め
る
事
は
適
當
で
な
い
。 

最
も
能
率
の
高
‘い
使
齋
企
業
を
最
貧
度
‘に
發
揮
さ
せ
る
务
要
が
あ
み
^

紅
い
る
重
點
主
義
の
實
現
に
は
、
不
足
せ
る
原
材
料
資
材
を
そ

.

.

.

.. 

.

.

. 

V 

.,'

.
 

-
-

.
.

 

.

.れ

等

信

衆

：企

乘

へ

#
先
的
配
給
を
飾
提
傲
！
：と
し
，-此
皆
に
生
塵
財
部
'輝
.に
於
げ
る
配
給
邊
格
統
制
(0
'
課
題
が
.あ
る
'
。

.
‘ ' 

.

,
 

重
點
主
_
の
爲k

は
、
先
づ
生
產
の
分
野
に
’於
て
.企

業

結

合

と

企

業

合

，同

の

梅

進

擴

充

が

必

要

で

.あ
る
。
.
•日
本
經
濟
の
後
進
性
とW:

 

ふ
事
か
ら
.しV

、

罨

的

義

過

を

へ

I

念

f

經
濟
段
階
に
移
I

.
る
I

從
來
獨
占
賭
の
I

か
充
分
に
符
は
れ
て
f

 

ず
、假
へ
紐
織
ざ
れ
て
ゐ
て
‘も
.ぞ

の組
！！

が

低

度

で

あ

つ

て

、
ア
ゥ
卜
，
サ

不

グ

I
の
存
在
と
攪
亂
に
よ
つ
て
影
響
せ
■し
'め
ら
.れ
て
ゐ
た
。

.

.

.

.

.

.

.

r 

-

.バ

.

.

.

.

\ 

一.
.
.
.
.
.
.
、
;
.
.
'
.
.
.
-
.
.
'
. 

- 

• 

• 

-

.

:

從
つ
.て
、
國
防
經
濟
下
に
於
げ
る
カ
ル
テ
‘
化
の
强
化
が
先
づ
積
極
的
に
-進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

商
桊
政
饴の..

現
代
敗
勝
®'
六

芒

(

.四
八
七》

[I

I!I
1
I
IiI
S
I
s
II
I!I
1I

1

園1
1
1

il



商
業
■政
策
の
現
代
的
課
題_ 

六
»

.

,
 

,

.

,
 

..

.,

 

.、
 

.

.

.

旣
に
獨
占
段
階
に
.於
て
昭
和
六
年
重
要
產
業
銃
制
法
に
依
り
共
販
濰
織
結
成
ひ
法
的
根
據
は
學
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
併
し
そ
れ
，は
：消
極 

的
な
意
義
を
持
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
事
變
後
之
等
組
織
に
積
極
性
が
付
與
さ
れ
、更
.に
進
ん
.で
米
組
織
の
.分
野
に
於
て
％
結
成
さ
れ
た
。 

铆
へ
ぱ
各
種
銅
製
品
共
同
販
賫
組
合
、、硫
安
販
賣
會
th
,、
燐
酸
肥
料
•鄱
給
會
社
、
日
本
銅
統
制
組
合
"
砑
油
共
販
株
式
會
社
、
T
ム
モ
ュ
T

• 

-

W

1

I

:

-
 

^

-

1

1

 

1

1

1

 

I

I

1

.

B

1

I

O

 

• 

. 

•

大
規
模
企
a

に
於
げ
.る
が
'如
き
カ
ル
テ
ル
の
.形
減
さ
れ
な
い
中
小
工
業
部
門
に
あ
つ
.て
は
、
X
業
組
合
が
重
要
^

■̂
割
を
演
じ
.る
。 

.沐
來
エ
*

組
食
籍
痕
段
階
.議

:1
座

的

漱

制

圃

體

：で

#

=

^

_

_的

黎

性%:
:

5:
-
株

ガ̂
載

■
來
.か
_

免

。
：國,

濟

下

聽

ぁ

^

て
は 

X
業
組
八
ロ
も
亦
二
っ
の

.統
制
經
濟
‘の
組
織
^
の
機
關
と
し
て
組
人
れ
ら
れ
る
0
:
_ち
重
點
主
義
の
.-能
率
增
進
、
不
足
物
資
の
使
用
の
爲 

に
利
用
さ
れ
る
.の
で
あ
•る
o
、
-
、■ 、
： 

. -V 

ノ 

.

.

:■

而

し

て

經
濟
卞
の
■カ
ル
テ
、
ル
及
.び
紕
合
に
傲
る
組
織
化
は
、
從
前
の
そ
れ
上
質
的
差
異
の
存
す
る
事
を
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。
•獨
古
經
濟
下
に
潦
ク
て
は
、
獨
占
利
潤
の
確
，保
办
た
め
に
各
企
業
の
結
合
、が
行
は
れ
、
そ
の
進
行
も
利
潤
原
則
に
立
脚
し
た
も 

の
で
.あ
つ
た
':
-0
然
る
に
國
防
經
濟
段
階
に
於
け
を
强
制
的
な
生
箝
の
組
織
化
の
•要
請
は
や
、
趣
を
異
に
す
る
。
卽
ち
坐
產
カ
の
最
高
度 

の
擴
充
を
企
る
た
め
に
、
力
'ル
尹
ル
凡
至
組
合
を
通
じ
て
能
率
の
高
.い
-優
秀
企
業
に
多
く
の
原
材
料
の
配
給
を
行
ふ
の
.で
あ
る
。

. 

.
か〜

•る
'カ
ル
テ
ル
及
び
組
合
機
能
の
質
的
轉
換
は
、
そ
の
構
成
要
素
た
る
各
企
業
の
從
來
•に
於
け
る
利
潤
原
則
に
立
脚
し
た
經
濟
倫

> 

.• 
■

 
«

 

{

 

.

 

. 

* 

-

 

•

 

.
 

,  

I

 

-

 

- 

. 
'

 

. 

!

璉
の
史
新
を
必
要
と
.す
る
事
は
謂
.ふ
迄
1

ぎ
い
が
、
そ
の
機
構
に
於
て
も
新
し
-き

課

題

が

あ

る
.0
獨

占

段

階

のカル
テ
ル

的
結
合
が
利 

.潤
厳
則
を
載
調
と
ず
る
限
り
，
カ
ル
テ
ル
及
び
組
八
ロ
«
部
の
相
剌
と
共
に
相
互
間
办
鬪
筚
が
依
然
，と
し
.て
殘
さ
れ
る
。
國
防
經
濟
段
階
-

に 
あ
. つ 
て
ば
辨
、
各
事
態
は
許
さ
れ
な
い
：。
國
家
の
綜
合
的
見
地
か
.ら
の
調
整
が
常
に
約
束
、さ
れ
■な
け
れ
.ば
な
ら
'な
い
の
セ
：あ
る
。
か 

く
て
具
體
的
.に
.はr

企
畫
院

，

の
物
動
計
鼙
に
‘基
い
て
.
商
工
.省
©
の
i
僻
物
鳴
調
整
局
‘の
下
に
、
重
！

W

業
に
關
し
て
各
需
給
調
整
協 

«
會
^
至
銃
制
_

會
：が
結
成
さ
れ
た
。
即
ち
關
係
官
廳
、.供
給
衮
M/
,生
產
者
"
，輸
人
業
者
の
團
體)

、
需
要
者
側(

共
販
組
檄
團
體
、ノ 

1.

手
賢
取
檄
暇)

.等

.に
依
り
_
成
さ
れ
、1

•，定
期
間
の
坐
產
、
輸
入
の
計
畫
、
配
給
の
割
當
が
決
定
さ
れ
、
各
企
，属
は
そ
れ
に
兹
VS
•て

行
動
す
石
。

-
• 

. 

, 

- 

•
;

;
 

.

:

以
上
の
如
き
坐
菸
氣
面
に
於
け
る
組
織
化
は
、
.瞥
^

^
配
給
！̂

の，m
き
化
を
も
招
來
す
る
。
即
ち
現
故
の
販
賫
に
際
し
.て
、
指
定 

,販
®
rA ,
、

.

指
定
問
屋
、
特
約
店
等
が
指
定
せ
ら
れ
、
多
く
•の
場
合
®
業
組
合
等
'
:
.
の
形
態
に
依
っ
て
、
商
人
の
組
織
化
，が
歡
慂
せ
ら
れ
.る

の
で
あ
'る
。

•

•

‘
•
 

.

'

,

.

•

ン

 

' 

■

-

.

-

■ 

.>.
 
..
 
..
..
 

...
 

.

'

ニ

-
.
-
.
-

'-
.
 

V

-.
 

.

鐵
銅
業
を
例
に
とH-
ば
次
.の
如
く
で
あ
：る
。
日
本
銅
材
聯
合
會
の
統
轄
す
る
各
種
共
阪
組
合
員

(

メ
ー
ヵ
ー)

の
生
產
す
る
各
種
銦
材
は
、
組 

員
か
ら
塵
指
萣
商(

腋
賣
人
}を
經
て
、
指
‘定
問
屋
へ
寶
却
々
れ
、
更
，に
特
約
店
を
通
，じ
‘て
需
要
家
の
ち
に
渡
名9-
,
,

で

：聽〕

糖

昏

■

#
进

麗

脅

,<
0
.喔

は

依

ゥ

蕩

顏

雷

響

遷

_

決

淋

氍

,
指

定

問

屋

は

、

過

去

，
の

銅

材

販

寶

問

屋

：
&

の
比
較
的
取
扱
量
の
大
き
か
っ
た
も
の
が
典
販
よ
り
そ
れ
ぐ
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
、て
、
指 

■
 
,
 
,

^
商
.よ
，り
賈
受
け
特
約
府75
至
霞
耍
家
，に
腋
賈
す
る
。‘そ
の
圑
體
と
し
て
は
、
指
定
問
屋
五
十
五
店
を
以
て
汆
國
銷
材
商
業
組
合

(

全
鍬
商
を 

,

構
成
す
レ
。
：

‘
 

：
.

•

.

：

.

ン 

'

■

-

店
は
、
.指
定
問
屋
よ
り

*.
受
げ
、
小
：f
i

家
へ
販
賣
す
る
, 0

f

は
三
千
數
百
を
取
ゝ
ヘ
る
，が
、
各
府
縣
別
に
商
業
組
合
を
输
说
し
、

'
中
央
機
關
之
し
て
金
國
銅
材
特
約
店
乱
榮
狐
合
敝
合
會

(

特
銅
聯)

を
構
成
す
る
。

/'
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政
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而
し
で
.之
等
商
人
の
1

織
化
は
同
時
に
齒
人
機
能
の
喪
失
^

“
意
味
す
を
9

從
來
自
由
市
場
を
通
じ
、て
製
品
の
購
入
、
販
賣
が
行
は 

れ
た
場
合
に
の
み
商
人
P
機
能
は
さ
れ
た
の
で
あ
，

‘つ
て
、
製
品
の
流
れ
が
流
通
，過
程
に
人
る
前
に
旣
に
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
以
上
、
 

商
入
の
介
在
は
、
無
意
^ ,

で
あ
り
‘

fe
給
費
用
.の
.累
積
と
，一

K

ふ

遇

定

的

要

素

の

み

.殘

留

す

る

事

と

な
る
。
か
く
し
て
商
業
分
野
の
養
織 

化
は
同
時
に
商
人
の
排
除
|:
'
も
隨
#

す
る
も
の
‘で
あ
，る
。
' 生
康
•財

部

門

，
に

あ

っ
て
は
*

商
人
は
比
較
的
大
規
模
で
^
り
、
，
商

人

排

除

傾 

向
は
特
に
册
給
段
階
瓜
壓
縮
の
方
向
を
ど
る
。

，

• 

\

 

'
 

/
 

:
 

•

.

.

即
ち
大
規
模
產
業
祀
於
け
る
典
氣
#-
!!
:

"
中
小
'規
模
產
業
に
於
け
る
組
合
•共
販
の
設
立
に
依
っ
て
、
' 中
間
卸
商
は
そ
の
葆
在
を
否
定 

.ち
れ
，
中
央
鲰
問
'昆
比
中
央
の
共
贩
細
織
，に
，"
地
方
問
屋
ば
蝶
方
共
販
組
織
に
、
そ
れ
ぐ
包
攝
さ
れ
る
運
命
に
置
か
れ
る
。
又
工
業 

組
合
に
於
け
る
資
材
製
品
の
共
i

 
人
並
び
に
共
同
販
寶
が
發
展
す
る
に
っ
れ
、
‘從
來
そ
れ
を
營
ん
で
ゐ
た
商
人
も
亦
當
然
に
棑
除
さ 

れ
る
事
と
な
备。

' 

:

 

,

' 

.

,
前
述
せ
る
鐵
錮
榮
に
付
て
云
へ
ば
，
後
に
各
浦
典
阪
組
か
が
•改
組
せ
ら
ん
日
#
鋼
材
販
貧
撕
式
會
社
緣
の
結
成
を
み
る
に
及
ん
で
、.配
給
段 

.

_階
办
輕
備
鞑
縮
が
行
は
れ
る
に
至
っ
た
。
‘測
％
從
來
の
指
定
商
の
段
階
が
認
め
ら
れ
ず
、指
定
商
は
指
定
間
屋
の
‘中
べ
編
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

そ
れ
に
紙
っ
て̂

^

材
瓶
g

m
合
も
解
散
ざ
れ
、
地
區
別
商
槳
組
合
が
設
允
せ
ら
れ
、
綜
合
機
關
と
し
て
商
業
糾
合
聯
合

#

が
結
成
ざ
れ
た.
0
:

.商
人
‘の
組
織
化
’は
ブ
ー
‘ル
社
算
制
，に
ま
で
進
み
、
•商
業
利
潤
‘の
：同
定
化
を
餘
儀
な
ぐ
せ
し
め
る
。
，
の
み
な
ら
ず
，
そ
の
機
能
喪
失
と 

相

俟

っ

て

，
，
商

業

利

潤

0'
抑
.制
と
鲥
減
.と
.を
必
然
的
に
隨
伴
心
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
具
體
的
に
は
配
於
統
制
と
價
格
銃
制
が
並
抒
的 

に
行
ば
れ
中
間
商
人
の
商
1

潤
が
-,直
接
的
に
統
制
さ
れ
る
0
.か
ぐ
て
商
人
は
一
定
の
ロ
錢
を
と
る
單
な
.る
.手
數
料
商
-の
地
位
ゅ
隨
す
：

W
び
鐵
銅
榮
に
例
を
七
る
な•ら
ば
、
商
人
の
p.
錢
は
次
の
如
く
決
定.さ

ホ

で

ゐ

る

。

指

定

商

は

建

値

に

對

し

一

ー

ニ 

•
五
气
特
約
店
は
小
口 

.

資
の
場
合
'

1
—

六
^
、
實
需
に
對
し.て
は1

丨
三
贫
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■'
.パ

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

■ 

. 

.

.

. 

V

.

,

:
尙
ほ
右
と
.同
様
：の
■

は
輸
入
資
#

に
.付

て

も

^

へ

ら

れ

；る

o
:物
動
計
畫
に
基
<

輸
入
の
直
接
的
銃
制
：は
\
先
づ
.輸
入
商
の
組
織
化
^
 

必
耍
と
す
.f
 

:
:
;

此
の
事
ば
國
際
&

由
市
場
0:
喪
失
^
各
國
打
毓
制
貿
易
：§
進
展
杧
依
：っ
^
^
^

入
統
制
に
依
っ
.て
旣
に
そ
れ
等
輸
人
敵
品
の
國
的
使
用
は
豫
办
決
定
さ
れ
て
お
り
'
輸
人
商
ょ
'り

の

商

品

移

動
>̂
'
亦

何

等

商

人

的

機

能

•
- 

.

.

ぃ
.
.
'--
*.
、

.

.

.
.:
.
,
.
'
--
:
'
'
:
;:
-
.
-
.
'

ン

.
:
-
、
. 

:
 

-
-
.
V
:
.

.'

.
'
':,
:

り
.

' 

.

;
.
v
<
: 

—

':
、

,'
.
•.
'.
.

.•
- 
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

>
. 

,
• 

: 
:

 

、

を
必
要
と
し
な
い
。
か
く
て
輸
入
滴
以
後
に
於
け
る
商
人
活
動
も
全
く
阻
止
さ
れ
る
事
と
な
る
.0
. 

.

■ 

. 

■ 

ノ

:

.

. 

. 

.

.

. 

- 

.

.

. 

: 

■

.'
■

■. 

■■-
-■ 

-■ 

I
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■■ 

. 

. 
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. 

■ 

. 

.

.

.

ぅ

.

： 
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■
,

-

.■

,

.

.

.

.

.
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V

重
要
在
康
財
部
pl
-
f獷
齋
_

對
應
^

や

、
：
：
：
、
ー

*

民
需
消
费
財
瓿
門
_

准
產
ぱ
停
,

ボ
衣
^

_
防
1

の 

部
門
ぺ
*

功
集
中
ず
纪
紙
凍
比
>
.本
要
，界
_

の
.民
観
品
£

雜
じ
戈
比
生
歲
爾
赐
乃
_

坐
產
觳
*

の
«
向

办
.ら
れ
る
V

そ
の
結
报
從
來
之
等
商
品
を
取
扱
ん
配
給
機
，構
は
藤
理
せ
‘ら
れ
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。
七
•
七
禁
令
に
伴
ふ
商
人
の
失
業
は

.

.，へ
ノ
.
.:■
'■'■.

■、

へ
ぐ..-
卜
.
'
-
■ 

'
.
.

■:
■
'..... 

■.
...
.. 

/
. 

.
;■
;
.
'

そ
の
最
も
顯
著
な
る
も
の
で
ぁ
る
。
市
場
經
濟
下
;̂
•於
て
ば
、
需
給
の
競
合
に
依
る
働
糌
に
基
い
て
生
®

がI

何
ば
れ
る
。
從
っ
て
購
買 

力
の
大
な
、る
場
合
、
不
要
不
足
品
と
雖
も
也
產
は
費
大
さ
.れ
.る
9<
反
.，っ

て

多

く

の

場

合

贅

歡

品

.の

需

要

者

は

購

買

力

大

で

ぁ

り

そ

そ

の 

商
人
的
櫞
能
の
發
揮
如
何
に
依
っ
て
M -
賣
が
撳
大
さ
れ
、
商
業
淡
構
は
復
雜
を
極
め
る
。
然
る
に
今
や
も
の
生
產
が
極
度
に
抑
制
さ
れ 

'
 

商
業
政
策
の
現
代
的
課
題
.ノ
 

、
 

» 

六

七

へ

叫

九

；)



商
樂
政
策
の
現
，代
的
課
題
，

、

 

•
:
丨
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六

八
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四

九

さ

■

 

*
.
.
.

 

.

.«»

.
 

•'
.

.

る
祺
と
な
れ
ば 

>
'商
-< 

の
整
理
.と
^
*
は
大
な
基
波
紋
を
霜
ぐ
事
と
氙
る
o;
.

不
要
不
急
品
の
み
な
ら
ず
、
' 虫
活
必-SIEtg

-̂
あ
つ
て
も
、
生
產
肢
部
は
の
擴
充
に
依
ヴ
て
ド
そ
の
生
塵
は
削
敗
：せ
し
め
ら
れ
な
け
れ 

ば
な
ら
な
ぃ
0.
か
、
石
窜
態
に
對
し
て
馄
格
.
配
^

^
制
に
ニ
つ
の
課
題
が
虱
へ
ら
れ
る
0
‘ |

つ
は
物
價
騰
.貴
の
抑
制
と
適
正
價
格
■の
、
 

f

で

あ

り

、
，ニ

つ

は

不

足

物

資

の

_

滑
&'
る
配
1

と
歡
在
物
資
の
防
，止
と
で
あ
各
。

,:
:
>

〕

物

資

爾

：不

足

处

篇

場

合

«

給
の
术
鑛
.

1

し
て 
>
特
に
そ
れ
が
生
活
氟
要
ロ g

で
あ
る
場
合
、
當
然
に
物
價
騰
貴
を
釀
生
す
るo

然 

も

一

•
方
に
於
て
生
^j

九
韻
充
P
伴
ふ
軍
需
イ
ン
,

レ
ト
シi

ン
は
、
.'
國
民
脱
得
、
歡
買
カ
の
增
大
を
齋
し
て
'ゐ
る
。
そ
の
錄
策
と
し
て 

前
'述
せ
'る
.價

格

統

制

は

少

，か

ら

-̂
る

役

割

を

演

じ

、
る

の

で

あ

，る

が

"

か

X
る
部
面
ょ
り
の
工
作
も
、
從
來
ひ
市
場
經
濟
原
理
を
金
而
的
. 

:
:に

否

定

せ

；ざ

洚

限

:0
、
：
：
：充
.分

：な

る

效

果

は

期

待

；

4
得
&
^
^
 ̂

.

.

.ゾ
：.
'一.

、
.
，：' 

'
.
V
.

い.:
.
.
.
.
.
.
, 

.. 

.

.;

.

」

--
> ■
.
.
.
•,
•
;
•
+
':
■
■■
■. 

.

■■
...

ベ...•■■
■.. 

.

广.
•
.
.
.
;
;

••
* 

. 

.

.

.

■•
•-.‘
;•
.. 

ゾ;

.•.
-••
'
•:.
•
、
. 

.

.

■:
•»
.
.•■
-
:
.
.
!'
•
..'
-

.
'
:
-'
.
.
“
.
'

.:

.
'
-
-
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•

.

.
 

..

.

. 

'.一
 

• 

•
.

.
■■
:
:叉

物

資

が

不

足

せ

：る

場

合

-:
'
建

に

：
そ

れ

が
”
1部
忙
還
す
系
時
マ
社
會
的
ギ
_
 ̂

物
資
不

•
.
.
,
,
.
.

こ
：
• 

. 

■ 

■、
 

. 

.
••
. 

- 

へ.

• 

■ 

* 

- 

;

足
の
現
|

を
必
要
以
上
に
惡
化
せ
し
也
る
事
と
な
る
。
そ
の
舄
に
は
消
費
規
3£
;

の
方
策
も
と
ら
れ
る
0

例

：へ
；
ぽ

純

綿

、
：
地

1
足
袋
_の
.
_

'
 
'V
 
V..
'
 

^
 

;
•
 

.

.

.
C
-

 

-
V
-
-

 
•
 

-.'■

•

.

.

.

 

-
;■
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.

.

.
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’
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'

.

.

'

.
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.
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. 

4

き
特
定
物
資
は
、

•.定
.の
用
途
に
の
み
消
費
せ
し
め
た
り
、

マ
ッ
チ
、
砂
糖
，
木
於
.の
如
き
一
般
生
活
必
需
品
：̂
、一、

人
當
t

i

m費 

:

暴

當

商

：品

數

量

通
1>.

宠
:*
に
：
限

婼_
ぺ
；；
餐

；

_

符

靴

度"
|楝

荆

宏

編

衣
^

#

ず

名

限

集

：

.：
萬

牵

の

策

康

は

な

，
ぬ

.例
>

斯

、

る.事
態
に
街
處
す
る
爲
t

は
、
慎
格
統
制
、
消
•費
規
正
等
と
並
行
し
て
、
配
給
機
構
の
整
備
と
盤
理
と
を
必
虱
と
す
る
0
、從
來

一.
-
v 

-
.
'
■*
 

, 

. 
...
 

.
 

-
:
.ぃ
八-'
l-
' 

v
:\
. 

■ 
■ 

■■■ 

!

..

. 

■ ■
 

- 

.
へ
.
-
'
'
-
-
,
-
.
-
.
-
-
-
.
-

-

-

•

卜'
.
-
.
-
.
.
. 

.

:病
'般

消

費

想

：：
配

給

機

關

ば

特

杧

混

亂

>:
:
過
議
ゼ
を
極
卷
て
^

だ
0
ぞ
の
，
^

間
敢
引
.
.の
概
發
、
，並
.び
に
防
也
が
容
舄
と
な
，る
。
夂
そ
の
過
剩
幺
放
置
す
る
時
は
、
商
人
が
洛
々
利
潤
原
則
に
立
脚
し
て
物
資
の
爭
奪 

-を
行
ひ
"
闇
相
場
を
敢
て
な
す
事
と
な
り
'
之

を

防

止

ず

る

爲

に

そ

，
の
整

1
1が
必
耍
で
ぁ
る
。

： 
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- 

• 

»
- 

、
 

-
•
-■•■
.
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.

.
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1

• 

» 

、
 

-
J
7
*
. 

•
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- 

<■/
-
•

 

■<
 

•
» 

i 
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.
.
.
.
.

- 

.

- 

. 

-

,

.從
來
一
臉
消
费
財
の
分
齔
組
織
は
生
產
者
賣
店
、
^
業
組
合
•

•

消
費
組
合
‘

百
貨
店
，
連
辑
店
等
各
種
の
配
給
機
關
が
簇
#

し
、
奪

.

. 

.

. 

.
• 

.

.

. 

• 

. 

-
-
-
-
-
- 

• 

- 

. 

. 

*■

の
組
織
化
は
*

ル
遲
滞
せ
る
分
#
で
ぁ
つ
た
？
從
つ
て
そ
の
砠
畠
化
の
1爲
杧
は
先
づ
之
等
各
種
機
關
相
亙
の
.配
給
分
野
を
確
立
し
な
け
. 

れ
ぼ
取
灰
贫
-1
_

來

衡

_

問
題
め
：解
決
_

專

氣

連

の

：：

_

由

擊
_

尥

：
ら
：
办

、
；
：
：
糧

激

此

：
の

^̂
^

た
場
合
に
於
て
も
極
め
て
‘消
極
的
'な
態
度
を
と
る
に
過
ぎ
な
か
つ
.た
。
今
や
之
の
問
題
は
.明
^

に
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

•
當
時
で
ば「

輒
給
機
_
磐
備
に
關
す
る
件」

に
於
で
次
0.
如
く
.そ
の
、方
針
を
說
明1
て
ゐ
る
0.
’

•;
-

:

:

’

-

1

• :g

給
#
構
の
、髂
備
に
常
り
て.賊
存
商
業
者
の
經
營
埘
恥
の
擴
充
と
商
業
組
織
の
整
備
を
阖
り
整
備
さ
れ
た
'る
商
業
機
闞
を
し
て
酣
給
槳
務
を 

,
微
常
せ
し
む
る
を
原
則
と.し
、
' 生
產
者
、
需
耍
湃
乂
は
そ.の
團
歡
'に
於
て
徙
ら
に
商
菜
者
を‘排
除
し
資
金
及
び
勞
カ
ゃ
新
た
に
投
下
し
て
01
給 

部
門
に
進
出
ず
る
こ
と
は
之
を
避
け
し
め
、
虫
產
者
、
消
费
卷
等
に
就
て
は
左
記
に
依
り
措
置
す
る
こ
と

、

• 

'■
‘

〕
C
1
)

.

|
者

じ

.
付

て

は

 

.

.

.

.

,(

1)

配
給
機
構
が
整
備
せ
ら
る
、
物
資
に
付
，て
は
中
：產
者
の
卸
賣
又
は
小
竇
は
原
則
と
し
て

§

認
め
ざ
る
こ
と
、
し
、
*

己
む
を
得
ざ
る.場

：
 

•
合

！！

は
卸
賣
業
者
の
團
體
に
加
人
せ
し
め
た
る
上
之
を
認
む
る
こ
と
、

9

〕

坐
產
者
が
良
已
の
生
產
品
の
外
他.ょ
、
り

商

品

を

仕

入

れ

て

之

を

.

. 

眠
賢
す
る
實
績
を% .
す
ス
* .
合
议
右
の
實
績
に
忖
之
を
販
賣
繁
者
と
丄
て
取
.扱
4

こ
と
-'
»

<
-r
... 

:
.

,
”
.(
u
)

 

_

M組
合
、
瞵
賈
會
等
に
依
る
物
資
，の
配
給
に
付
て
は
之
等
に
依
る
配
給
が
一
般
生
活
#
要
品
の
.
.切
符
制
度
.實

施

等

，
に
：際

1
:ぶ
障
を
來 

.

.す
如
キ
*.
例
ぁ
る
ベ
き
を
以
て
此
檝
統
制
上
支
障
な
キ
fe
り
そ
の
賢
緩
を
認
め
.新
規
配
給
は
.
.

T

般
配
敝
氣
者
に
.依
る
’配
給
を
以
て
胄
双
-v
淹 

'

‘
 

：足
し
得
ざ
る
故
合
に」

お
い
て
，の
'み
之
史
認
む
る
こ
と
、
町
內
會
、
部
落
禽
、.
.隣
保
班
等
は
±
を
配
給
機
_
と
し
，て
認
办
ざ
る
こ
と
、

:

商
業
政
策
の
現
代
的.課
顧
- 

.
，
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,

配

給

機

糨

の

離

：
備

は

'商

人

と

他

の

@2
1

關
と
の
配
給
分
野
め
確
宠
ょ
;»
)
更

:̂
進
ん
で
ノ
商
人
自
體
.の
.
組

織

化

を

も

行

试

な

け

れ

ば

• 

-
J 

.

.

.
•

-.
••
.
.
V 

.

. 

.

.
‘
.
' 

: 

, 

. 

. .

.

.

.
 

. 

f 

. 

. 

. 

: 

、
.
.
.
.
.
. 

•

....

な
ら
故
い
>

そ
の
手
段
と
し
セ
各
配
|

段
階
に
於
け
.る
商
業
組
合
の
赭
俄
が
要
請
'さ
れ
今
從
來
と
雖
.も
商
業
組
合
は
漸
次
增
加
し
、小 

寶
部
面
に
あ
つ
へ
て
.は
肩
資
別
乃
至
、地
區
別
の
商
業
組
合
數
は
垒
國
で
九
千
に
達
じ
て
ゐ
た
。
‘併

し

之

は

良

ん

が

^
;
の

^'
潤
を
確
保
す
る 

像
の
，
自

衞

的

な

も

の

で

メ

相

忘

に

聯

絡

』

統

，
一
も’欠
け
て
ゐ
た
。ノ
ゲ
や
之
等
商
叢
濰
合
は
•
不
足
物
資
の
圓
滑
な
る
罾
_
を
目
檩
と
し 

た
機
關
へ
の
質
袖
な
轉
換
が
必
要
，で
あ
る
。
.そ
の
爲
に
は
從
來
の
商
業
組
合
の
統
制
盤
隴
を
行
ふ
と
共
に
、
未
結
成
の
分
野
に
は
と
を 

强
化
し
な
け
れ
.ば
な
ら
.な
い
o 

* 

.

'

.

. 

'
常
局
の
方
針
と
し
て
は
左
記
要
領
に
依
り
#
段
階
毎
に
酣
給
業
者
を
糾
織
化
す
る
こ
.と
^
し
て
ゐ
る
。「

配
給
組
織
整
備
に
關
す
る
件」

'

?

〕
〔

儿
賣
業
者.又
は
集
散
地
問
屋
にQ

い
て
は
金
國
钳
位
乂
.は
經
濟
ブ
口
•ッ
ク
別
に
商
業
組
合
を
設
立
せ
し
む
■る
こ
と
、
し
必
要
あ
る
場
合
は 

‘
會
社
に
統
合
す
る
こ
と
、
 

-

•
ノ

’ 

- 

(

2) 

‘
カ
㈣

㈣
夂
は
產
地
問
屋
に
付
て
は
道
府
縣
單
^
夂
は
㈣
濟
ブ
ヮ
ッ
ク
別
に
胄
罾
砠
合
を
成
立
せ
し
め
必
耍
あ
る
場
合
は
會
社
に
統
合
す
，
 

ょ
る
こ
と
、

- 

~ 

.. 

'

,

C

.-
3〕

.小

賣

榮

渚

に

付

て

ほ
' 

\
 

.

■■
?

)

商
品
別
に
細
別
し
て
糾
合
を
結
成
せ
し
む
る
を
避
け
地
方
事
情
に
：應
じ
、、
原
則
と
し
て
包
括
的
榮
種
別
紺
合
を
結
成
せ
し
む
る
と
と
：

'
:
.,'
.
\
'
.
-:
'
;
::i
x
茨
馆
通
■

生
满
必
:®
g 
配
漁
機
構
瀨
備
！

i；

棚
.

 ̂件 
U 參
殿
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.

《

ン

-:「

：
；
：
：.:
广

：

■,
;
.

(

ロ
；：
>
:
:
$
賣
市
鍚
に
：仗

て

は

1
定 

V
: 

:
: 

_
.
#

橥
瓶
合
聯
合
會
.}i
加
入
入.し
め
>
fe
s
化
愈
を
通
じ
物
資
吃
配
綺
を
s

f
驗

巧

.:：_

:(
o

、苗
貨
店
に
對
レ
て
ば
原
則
と
V
て
酉
免
店
姐
合
を
通
じ
酣
給
を
爲
す
こ
と
、

淌
爲
分
散
組
織
の
問
題
は
、
そ
の
混亂

の
整
備
と
同
時
に
胤
激
の
#

理
.で
あ
る
。
後
述
す
る
如
く
、
へ
特
に
小
賣
商
部
.門
，に
■.於
て
.は

■ 

- 

- 

■ 

_ 

■ 

. 

. 

* 

■

.
 

.
V 

■ 

... 

- 

- 

- 

- 

- 

• 

.. 

. 

. 

, 

- 

* 

.

商
店
過
剩
の
現
象
は
著
し
が
つ
た
。
M

に
物
資
が
不
足
ず
る
場
合
.、-

物
資
.の
移
動
を
自
由
に
放
任
す
る
時
は
、
取
引
のg
亂
が
生
れ
る
C
.

(

少
■

;

_
t.
#:
:
謹
退
：

戴
看
：

®

經營

'0 :
芣
难
|

ー;へ
％

惹

册

ず

夺

場

馨

彰

^

• 

r 

• 

.

. 

- 

• 

.

例
へ
ば
腕
晛
計
小
廣
商
ニ
茁
の
業
密
は
•、
一.店
.一
ヶ
队
平
均
五
.個
の
時
計
の
酿
給
を
受
け
る
に
過
ぎ
な
い
.と
云
ふ
例
は
屢
々
引
用
さ
れ
^
所
.
：
.

”で
知
る
。

：

/

.

.

‘
• 

.

,

か
、
る
商
店
經
營
渡
化
に
鉢
膨
す
る
對
策
と
し
て
'、
.商
、店
經
營
の
合
理
化
、
金
融
熱
策
等
が
考
獻
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
賣
出
し
の
■:

論

戀

^:
_

_

紀
厲
ー
_

ー_

ハ_
觸

^

0
ま
；；_

_

#

:

!

_
靡
,

_

_

... 

r 

.

. 

V
. 

. 

' 

、
>
. 

. 

-• 

• 

• 

i 

- 

-• 

. 

5
 

... 

- 

. 

•

阻
合
貸
付
限
度
の
擴
展
、
紙
行利
'
#

•の
引
下
'
償
還
の
繰
越
導
も
わ
の
一
つ
'
で
あ
各
。
併
し
乍
ら
之
等
の
對
策
を
以
て
、
商
人
の
經
營 

難
を
解
洸
レ
得
な
い
事
は
吼
^

で
あ
る
。

，
 

• 

■ 

! 
V
 

.

.

•
ン
耍
は
1
扱
商
萜
減
退
に
對
’す
.る
^
策
'で
あ
り
、
么
を
解
決
す
る
#:
に
依
つ
て
の
み
’
經
營
及
び
.生
版
の
安
定
を
確
保
せ
し
め
■ら
れ
る

.■ 

I
- 

.. 

» 

. 

- 

. 

. 

. 

- 

, 

« 

■ 

-
.

♦の
，.で
あ
る
。
物
資
數
量
そ
の
.も
の
^
限
度
が
あ
る
と
.ず
れ
.ば
、

ー
店
當
',
^
商
品
取
扱
«

量
を
增
'̂
せ
丄
め
る
に
.は

‘過
剩
商
广
の
皸
現

■ 

.

.

. 

.
-
-
-
-
'
V

:-
- 

V 

.

.

. .(:-

.
 

ノ
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•
•
•
*
.
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■■
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‘ 

>
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ハ
.
，
-

.

.
,*
’

.
：
■ 

;

-■

-
. ... 

* 

-

'

.

 

V
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. 

■ ■ 

■ 
-
. 

. 

■
■

'

. 

■
-
.
.
.
.

，
以

外

に

途

は
.な
'V
-0
.

/-
:
. 

.

.

. 

•

■'
,

‘
 

- 

. 

:

:

,
商
店
の
免
許
制
度
は
旣
に
考
へ
レ
れ
て
お
り
、
前
議
.
#に
上
程
さ
れ
る
答
で
中
止
と
な
：ク
だ
。
ゾ‘免
許
制
度
、に
依
つ
て
、
新
規
商
店
の 

.濫
設
を
防
止
する

''

な
ら
ば
、.
.現
杯
せ
'
.る
商
店Q

、

自
然
減
少
に
‘
.依
-つ
‘
•て：漸

塞

现
•
.さ
れ
る
。
併
し
之
.は
極
め
て
.濟
極
的
.な
手
殺
で
•あ
り 

r
商
橥
軟
策
の
現
代
的
課
題 

ノ 

, 

•
七
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.
i

環
遠
彻
设
摸
培
樣
这
覆

H:̂
5̂
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请
泰
m

^

境遠
^
^

哺 i
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商
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政
'策
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現
代
的
.課
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現
實
.の
事
情
は
®

に
現
存
せ
る
商
店
の
積
極
的
邀
现h
緊
急
的
•に
满
決
す
る
^'
w

に
造
ら
れ
*

そ
め
手
段
と
し
て
商
店
の
企
業
合
同パ

考
へ
ら
一
れ
.て
ゐ
る
。
.
’
-
. 

/
 

. 

パ

,

の
方
針
に
A

n
配
給
機
_

整
，
備

に

糊

ず

.る
件

，I

)

配
^'
機

構

整

備

上

必

要

あ

る

：
と

き

又

ほ

物

動

計

鼙

の

改

訂

等

に

因

る

取

扱

商

品

の

減

少 

.

に
對
臘
す
る
爲
必
要
あ
るI

は

商

業

若

の

企

I
同
又
は
共
同
經
氣
；̂指

實

獎

响
§-」

と(

次

官

通

牒

^

彻

齓

エ

歡

者

の

企

槳

合

撂

導
 

‘.
，

麗

に

關

す

る

件

」

S
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/
 

' 

_
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•

■
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■

•*
企
業
合
同
に
依
つ
て
^

同
配
給
所
を
作
ね
、
_

者
は
そ
の
配
給
^:
の
從
業
員
と
な
つ
て
典
同
計
，算
$

に
共
同
配
給
を
行
ふ
事
は
、

勞
力
の
集
約
化
、
人
仲
費
、
店
舖
諸
費
等
に
於
け
る
冗
費
の
節
減
、
配
給
の
圓
導
が
行
は
れ
、
馨
の
合
理
、化
の
效
果
は
少
か
ら
ざ
：

f

の
が
あ
る
。
勿
f

の
實
現
鼠
に
は
•
資

綠

價

、
出
*:
利
益
分
配
、
實
績
の
消
却
-
仕
入
先
販
賣
關
係
の
盤
理
等
幾
多
の

因
難
な
問
滿
が
あ
を
け
れ
ど
も
、
實
際
の
企
業
合
同
の
氣
，運
並
び
に
そ
‘の
實
現
は
促
進
さ
れ
.て
ゐ
る
。

'

具
體
的
な
擎
は
揭
げ
ら
れ
な
い
が
、
次
の
諸
藉
書
に
そ
の
•實
例
が
數
多
く
揭
げ
ら
れ
て
ゐ
る

o

赤
羽
幸
雄著

*'

廣

企

業

介

同
S

際」

伊 

藤
f

「

商
業
渚
の
新
體
制
と
企
業
合
同

」
. 

- 

■ ' 

,

.
•而
し
て
企
業
合
同
に
依
つ
て
、■商
店
•の
過
剩
が
璧
さ
れ
、
.そ
の
經
營
の
A
ロ
理
‘化
が
進
展
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
之
■の
み
で
問
題
が 

解
決
さ4

た
譯
で
は
.な

.
い

。

物

資

•の
絕
對
，的
不
爱
い
ふ
事
實
，の
前
に
は
、
企
：業
合
同
の
結
果
失
業
者
の
發
生
は
氟
至
で
.あ
る
。
否
そ
へ 

れ
に
依
o

て
の
み
*
命
業
合
同
に
依
る
經
營
の
改
善
は
蜜
成
?,
れ
る
と
謂
ひ
#
冬

.，斯
く
じ
'て
商
店
機
構
盤
_

の

問

題

，
は

、

悉

く

轉

失
 

.業
間
題
'に
緣
着
す
る
^-
と
紅
る
0 

• 

• • 

J 

■ ■ 

■ 

’

.

.

:> 

: 

こ-..

.'.V. 

-

轉
失
業
に
對
策
は
國
防
驟
へQ

編
成
替
と&

時
に
漸
進
的k

：

行

容

H
來
て
ゐ
.る
。：
即
ち&

和
士
一
一
年S

物
，動
計
響
施
以
來
'

.皮
革
、
金
屬
4
綿
糸
等
の
‘關
係
m
若
.に
生
じ
，た
離
•職
^
に
は
、
‘厚
浼
省
に
於
て
は
失
業
對
策
部
並
び
に
失
，業
對
策
寶
會
を
設
け
て
全 

國Q

歡
業
紹
介
所
を
總
動
員
し
て
、
主
と
しV

從
業
者
の
適
當
な
職
業
の
斡
旋
を
行
つ
て
き
た
。
又
商
工
省
は
轉
業
對
策
部(

振
興
部 

と
改
稱)

及
び
轉
業
對
策
委
員
會
を
設
け
て
、
業
主
0
,營
業
紲
株
又
ぽ
轉
換
’に
唂
敷
故
歐
策
を
講
じ
て
き
た
。
，例
へ
，ば
受
法
の
幹
旋
、

I

の
f

'
轉
換
に
I

s

組
合
1

1

肋
、
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X
方

針一

、
轉
業
は
出
來
る
观
り
官
廳
の
統
制
措
麗
を
避
け
同
業
若
の
組
合
せ
.に
諶
く
自
治
的
措
置
に
ょ
ら
し
め
政
府
に
お
い
ズ
は
之
に
對 

し
必
要
な
る
指
導
を
加
ふ_る
こ
上
0 
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轉
業(

從
槳
潘
を
含
む
；̂
依
る
_
牲
を
緩
和■し
以
て
讓
を
容
费
つ
迅
速
な
ら
し
む
る
と
#
夂
、
國
民
勞
務
再
編
成
め
見
地
ょ
り
こ 

.

れ
：̂
勞
働
力
を
最
も
緊
要
な
る
方
面
：に-再
鄄
置
す〈

ベ
-き
十
分
め
-施
設
を
講
ず
と
。

'
も
施
|

^
霞
八
氣
題
1
ル
$
^

.

に
喪
き
時
局
下
緊
要
な
る
方
面
に
動
員
証
博
さ
石
の
.榮
#
と
如
何
な
る
‘勞
，働
を
も
腺
は
ざ
る
の
覺
梧

^
を
抱
，か
し
む
る
を

@-
.途
と
才
る
.こと

*
"
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に
つ
い
て
は
萍
少
者
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皱
槊
者
等
轉
業
容
品
な
る
者
.を
先
.に
’_
し

年

長

苕

*
庳
業
者̂

^
槳

闲
難
.な
る
者
は
多
ル
能
率
低
き
氺
の
と 
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雖
な
.る
べ-
4
現
在
め.業
務
を
繼
續
せ
し
む
ろ
こ
と
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又
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す
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ホ
、
£
菜
奔
を
取
容
し
て
糈
神
的
肉
體
的
恶
本
删
.練
を
行
ふ
べ
き
國
民
應
勞
訓
縣
所
を
設
贾
す
る
こ
と
。 

.

一
一
物
の
3
£題

^

^

^
の
財
產
處
分
負̂

整
理
等
に
た
い
す̂

便
宜
を
供
與
し*
以
て
そ
の
犠
牲
を
勘
少
な^ '
し
め
轉
業
を
容
晶
な
ら
し.
 

む
る
で
七
*

こ
れ
が
た
め
國
民
见
生
金
渾-^
設
^

る
こ
ど
。
 

- 

' 

吏
に
.そ
め
施
設
>
簡
职
に
紹
汾
す
る
な
ら
ば
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'

〔

國
民
灘
指
導
所〕

現
^

道
^
縣
に
^
す
る
-^
^
紹
介
所
フ
ホ
央
商
エ
^

談
^

を
^

合
し
て
作
る
。，事
業
と
し
て
は
、職
業
轉
換
の
1

,
 

相
談
-
;指
導
*
激
職
者
の
，
紹

介

、
斡

旋

、
其
ル
他
澇
働
の
醐
分
に
關
す
る

i

を
有
機
的
一
.體

，と
し
て
甘
ふ
。
知
事
を
寶
任
者
と
し

t

、
そ
の
.
： 

地

方

に

於

，け

f

滴
，エ
業
そ
办
他
の
產
樂
及
び
社
會
寧
業
に
付
き
知
識
，經

驗

1
有
す
る
も
の
ょ
り
國
民
職
*

^

_員
を
選
任
し
：ヤ
業
^
を
©
仃
亡
.
 

し
め
る
o
尙
ほ
主
著
は
厚
生
省
に
し
て
、
關
係
#
省
と
協
力
す
る
摩
に
な
つ
て
ゐ
る
。 

.
'
,

〔

■
民
勤
勞
-1
練
所
ツ
差
當
.^
，苽
京
*
大
阪
の
ニ
ヶ
_所
に
設
;@
さ
水
、
收
容
期
間
三
ヶ
月
以
內
、
.そ
の
間
原
則
と
し
て.合
@
せ
し
め
、
家
族 

に
對
オ
る
生
-¥
»
手
當
を
も
考
慮
す
る
。
收
容
人
員
は
太
睛
千
人
办
ら
ニ
千
人
位
造
と
し
て
、
费
用
は
國
家
が
負

*
す
ろ
9 

- 

,
;:a
民
；灌

金
S

.
時
？
の
要
謂
にe
じ
て
轉
廢
榮
せ
ん
と
す
る
者
の
資
產
負
被
の
整
理
を
促
進
す
る
の
を
目
的
と
す
る
。
即
ち
轉
廢
榮
者

- 

ょ
4

の
*
荥
用
動
遼
、‘不
励
產Q

信

託

讓

渡

を

受

け

，
て

之

を

管

理

；
.

腐
分
し
、
又
右
资
產
評
遛
額
の
限
度
に
於
て
負
債
償
還
資
金
、
，；轉
谶
資
金

. 

等

の

贷

付

を

行

ふ

。
者

は

そ

の

，隙

引

受

財

產

の

評

價

は

,應
铎
榮
を
繼
績
す
る
も

Q

七
し
て
の
妥
當
な
ろ
價
糌
に
險
る
と
一

K

ふ
特
典
を
與
ペ
るo 

信
託
を
受
.け
た
謹
の
評
價
額
と
處
分
價
格
と
の
差
損
額
は
政
府
が
之
を
補
厲
す
る
。
又
貸
付
方
油
は
商
桊
如
合
公
エ
證
合
の
手
を
通
じ
て 

」

廂
3:
'
'€
着

謂

■

光
も
め
_

M

:
同
省
■
貸
觀
價
委
實
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_

r

i出
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C

職
樂
補
■
所1

'
■
業
の
^

^
機
關
で
^
11
^

^
縣
#
地
に
存
在
す
る0
轉
業
に
队
要
な
枝
敗''
>知
識
を
ニ
.ヶ
月
7&
-
'
^
四

ヶ

月

の

短

期

吼

で 

無
料
で
授
け
やi

云
ふ
獲
紹
介
所
廣
の
機
關
てI

O
詈

は

、
f

ば
旋
盤
科
* 

.
仕
：

4

科f

ブ」

フ
ィ
ス
科
、
翻

陶

科

，
外

地

，

.
女

; 

子

.は
旋
避
气
檢

.^
ェ
^
-
-製
圖
刺
、
事
務
科
、
計
理
科
、
タ
イ.プ
ラ
イ
.多
，
科
*

-m
M,
交
換
手
科
辱
あ
わ0.、

此
の
他
に
も
地
方
加
施
設
が
あ
る
。 

,

■•
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右
の
諸
施
設
に
依
つ
て
轉
業
が
漸
次
行
は
れ
つ
k
あ
る
事
は
事
實
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
轉
業
問
題
が
一
應

解

決

さ

れ

、

商

業

機

構

.が 

盤
備
さ
れ
た
場
合
と
雖
も
、
商
人
が
從
前
と
同
様
に
利
澗
原
則
^；
立
，！
：し
.
^
;營
活
働
を
.な
す
眼
り
、
前
揭
せ
る
適
正
價
格
の
嚴
守
と 

物

資

の

_

梁

る

配

給

と

一

K

ふ
謹
は
達
成
さ
れ
な
い
。
の
み
な
ら
ず
各
般
の
統
制
强
化
に
依
ヴ
て
、
從
前
の
如
く
商
翥
潤
|

德 

と
せ
ず
、一

定
の
手
數
料
を
確
得
す
る
物
資
の
配
給
機
關
へQ
U

■

餘
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
.る
。
此
處
C
新

し

い

塵

糧

の

晶
.

揚
が
叫
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
，

■

'
、
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新
商
榮
道
德
の
確
立
を
目
指
す®
®
的
な
運
励
と
し.て
い
商
槳
報
國
禽
な
る
も
の
が
稷
開
し
.て
ゐ
る
‘-'
0
存
^

.央
に
1中
央
本
部
.价
結
成
ざ
れ
て‘
る
。
そ
の
宣ri

に
"日
く
、.
"こ
の
^

に
當
4 -
I
I等
商
槳
者
は
時
局
の
常
大
性
そ
國
家
ロ
的
完
遂
の
竟
義
を
深 

<•
•
認
識
し
、
至
公
至
平
の
國
家
的
立
場
ょ
り
挺
身
國
雖
の
克
服

‘に
邁
進
t

可
く
玆
K

商

業

報

國

，會

を

猫

成

せ

り

晋

等

商

業

者

は

葡

來

の

營

利
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、
^

叹
^

^
撕
象
仏
歡
正̂

^

^

^
漱
ゆ
配
责
勝̂

^
谏

嚴

爾

悉

擻̂

^
-^
て
減
挪
膚
^ -
が
^
泰
ポ
國
^

^
豫
他
澈
^

せ
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以
上
に
依
？

.っ

商

谨

策

去

謹

が

、
具
體
的
.に

如

何

，な

る

方

楚

向

け

ら

れ

'て
ゐ
る
か
を
、
極
め
て
概
略
的
.に
マ
は
あ
る
が 

.
理
解
:1
.得
た
。
之
を
要
.す
る
に
-
國
防
經
消
へ
の
編
成
替
‘の
爲
の
配
給
•
價
格
統
制
を
通
じ
.て
行
は
れ
る
，商
篆
の
變
質
と
.そ
の
組
織
化 

(

に
求
め
ら
れ
る)

吾
々
は
肖
に
進
ん
S

を
.商

業

；
の

倫

理
>
論

理

，
の

問

題

と

し

て

そ

の

f

他
的

意.義
を
撿
討
し
ょ
ぅ
。

'
’

先
づ
商業

^

迴の

問
題
を
採
り
上
げ
-る
o

商
業
倫
理
と
は
、
ぃ
商
業
活
動
の
茶
調
が
，如
何
な
る
主
觀
的
1/
機
に
置
か
れ

る
力
と
一ス
.4

事 
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現
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課
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と
：
51
に
そ
れ
が
咨
觀
的
に
如
何
‘に
評
價
さ
れ
る
.か
と
^

ふ
事
で
.■あ

る
，。
.自
由
-@
^

以
前
に
あ
つ
て
は
、
商
業
利
潤
の
本
質
は
そ
の
偶 

'然
的
要
'素

乃

至

は

晚

機

的

，耍

素

に

求

.め
，る
事
が
^
來
た
0
當
時
は
'未
だ
生
齑
物
が
相
互
に
交
換
さ
れ
る
量
例
關
係
が
全
く
偶
然
的
で
あ 

り
、.
.繼
賴
的
:̂
交
換
と
.
.そ
の
交
換
の
爲
0

規
則
的
な
洱
坐
產
が
行
は
.，れ
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
.る
0
商
人
が
斯
•か
々
交
娘
を
媒
介
す
る
限 

り
、
商
業
利
濶
は
•極
め
て
投
機
的
で
.あ
り
-
商
業
儉
理
‘は
單
に
商
略
及
び
欺
瞒
と
し
'て
顯
k'
れ
石
。■
從
つ
.て
商
業
の
不
生
淹
性
と
商
人 

の
不
芷
と
が
1

1
榴
摘
せ
ち
仉
る
％
で
あ
る
0
.
_
.
併
し
乍
ら
ー
度
交
換
の
爲
の
-再
坐
產
が
開
始
せ
ら
れ
、
交
換
が
規
則
，的
と
な
り
、
包
括 

的
と
な
る
な
ら
ば
、
從
前
の
商
業
利
潤
は
修
正
を
受
け
る
寧
と
な
.る
。
交
換
の
偶
然
性
が
止
揚
^

れ
る
事
は
、
交
換
價
値
j

價
格
の
安「 

进
化
を
齎
し
-
商
業
科
澗
の
投
機
的
駆
素
は
極
め
て
削
減
ざ
れ
な
け
れ
ば
な
&

ゼ
い
。
此
處
に
商
業
倫
理
の
第
ブ
の
修
芷
の
必
然
性
を 

認
め
る
褀
が
出
來
る
の
'で
.あ
る
。
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.
併
し
乍
ら
'市
場
經
濟
が
蓓
在
す
る
限
り
.
*即
ち
債
格Q

騰
落
を
媒
介
と
し
て
物
資
の
.
•需
給
が
行
は
れ
る
限
b

,
M~
格
の
：實
現
と
物
資 

の
移
動
と
は
生
產
苕
と
消
费
矜
と
を
結
合
.す
る
商
人
の
.活
動
を
通
じ
て
行
は
れ
、
商
人
も
亦
商
品
の
賣
買
を
通
じ
て
‘

に
利
潤
ど
追 

求
し
得
覺
；

Q

嫌
麻
る
o 

_
德
窗
_
經
濟
办
段
曙
ぬ
_

|

:

^

>
商
業
嫌
圓
欢
授
機
性
紙
が
；；襄
^

れ
ば
、
當
時
の
值
格
は
市
場
^
•
於
け
る
需
給
の
自
由
セ
る
競
合
に
依
つ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ

り

、.景
氣
變
動
瑰
象
は
本
來
の
姿
に
^
 

顯
,
れ
冬
■

令
で
あ
.を
o
:-
'
:換
賓
次
拃
试
趣
_
分
野
に
於
仗
ボ
键
掛
競

.るr

然
.る
限
り
慣
格
變
動
乃
至
憤
格
差
を
利
用
し
て
の
商
人
の
投
機
的
趴
ま
生
の
餘
地
ぬ
傲
ほ
存
在
す
.る
。

. 

' 

' 

-

, 

.

更
に
自
由
經
濟
よ
り
獨
由
經
濟
：の
段
階
忙
移
行
す
.る
.ゃ
、
.
.瓶
業
偷
理
め
^

比

謂

发

ぐ

•
塞
畆
分
野
-

於

け

が

獄

占

職

の

紙

成

を

以

て

特

激

的

と

す

る

？

そ

の

結

梁

、
儐

格

ゅ

自

由

邏

:^
り

獨

占

價

格

べ 

b
變

化

：ず%■「

齡

占
«'
:
露

：®

魔

'
.生
^,
者

把

飲.る
：價

格

命

人

爲

g

操
■

で
^

「

氣
變
動
現
象
が
消
滅
し
て
し
ま
ふ
譯
で
は
な
.い
が
、
歪
曲
せ
し
；

Q

ら
ル
、
胤
格
機
樺
の
彈
カ
性
ぬ
破
壞
せ
ら
れ
名
。
.然
も
そ
れ
は
生
產
.
 

の'.獨
占
籍
■の
.手
に
依
ろ
て
な
さ
れ
た
も
め
で
あ
つ
.て
*
そ
れ
と
對
立
關
係
に
あ
る
商
人
は
、
惙
格
.に
對
す
る
參
與
權
を
剝
奪
'せ
し
め
ら

,

.
•
:
>
,
. 

. 

.

.,
! 

- 

- 

■ 

•

',
... 

.

.
•
'
• 

.
: 

: 

- 

. 

.

.

.

. 

.
'■:
:

‘れ
る
。
所
謂
商
人
の
擬
制
化
が
行
は
れ
、
商
業
利
潤
は
投
機
的
要
素
を
完
全
に
喪
失
し
て
、
手
數
料
的
性
：格
を
付
與
さ
れ
る
。'
>
く
し 

七
#

人
00
:
«;
:
觀
收
入
_

亂
免
_

1,
,
め
:̂
觀

^

_
め

戴

尤

せ

_

な
<-
:1
-
:て

囿

定

，

ー
商

* :
-
倫

理
^;
基

調

が

置

か

れ

各

事

と

.

.

.

.
'
.
. 

. 

■
•'.
*•

 

. 

.
 

! 
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•
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.
 

«
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• 

- 
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'
.
.
.
.
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. 

I 

あ
-̂
。

• 

:
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'

斯
く
し
て
吾
々
は
獨
占
經
濟
咬
階
に
於
て
.、
.既
に
：：商

業

利

潤

.の
變
質
と
•從
つ
て
商
業
偷
理
の
更
新
と
が
、他
動
的
に
で
は
.あ
る
が
齎 

さ
れ
た
事
を
銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.そ
れ
は
一
般
に
今
日
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
如
く
統
制
經
濟
の
段
.階
に
於
て
始
め
て
顯
は
れ
た 

も
の
で
は
な
い
の

で

、
あ

る

。今
日
考
.へ
ら
れ
て
ゐ
，る
新
商
業
道
德
は
、
先
づ
そ
の
消
極
的
側
面
と
し
て
不
當
の
利
得
を
商
人
が
爲
し
得-

.職

酸

_

，
驚

■

補
し
_

_

_
讓

_
:段
1

篇

1

書

邊

麗

特

質

_

:̂
、
«

_

ろ
獨
占
^;
濟
の
睽
階
に
.於
て
ft
,、
亂
‘
•占
‘利
潤
の
.麗

と

し
.て
生
產
者
の
側
に
移
行
し
で
ゐ
る
。
次
に
そ
の
積
極
的
側
面
と
し
て
は
、
商
1
, 

人
收
.X
の
脱
走
，化
ル
至
規
則
性
を
擧
げ
#■

,る
。
.之
も
亦
狐
占
終
濟
段
，階
に
於
て
旣
.に
顯
は
れ
た
-̂
-
の
に
過
ぎ
.な
：い
。 

'

.

.統
制
歡
龜
の
段
階
に
'あ
づ
tゆ

！！

占
.價
楮
ば
贫
跳
價
袼
•へ
6
後
技
文
る
。
統
.制
'價
袼
^：

國
家
に
依
る
僂
格
現
象
の
人
爲
的
操
作
で
あ 

る
限
り
、
商
人
の
機
骶
喪
失
に
と
ク
て
獗
吃
價
格
と
何
等
差
異
拉
衣
.。
仰
•ち
商
人
は
他
動
的
に
律
せ
ら
れ
名
價
格
の
下
に
、
そ
の
機

氣
業
政
策
の
-
’現
代
？
課
遛 

\
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•七

o
太
O
.
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彥
 

能
を
罃
び

に
過
ぎ
な
い
。
勿
論
統
制
經
濟
咬
階
に
於
忖
各
亂
業
倫
理
，の
問
題
が
*
獨
古
經
濟
歐
階
と
全
く
軌
を
一
に
す
る
譯
で
.は
'尨く

- 

社
#

權
造
の
變
革
は
商
業
籼
酈
に
對
し
て
も
變
化

1

し
に
は
置
か
な
い
0 

•• 

. 

■

先
づ
第一

に
量
的
に
增
加
せ
し
.̂
)
ら
れ
る
。
獨
占
經
濟
晚
階
に
於
て
も
、
‘生
產
'の

ル

が

る

分

野

に

獨

，占

體

が

形

成

.さ

れ

る

の

で

は

な 

く
、
從
つ
て
商
人
、が
悉
く
擬
制
化
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
‘遲
滯
す
る
分
野
に
於
て
は
-
商
人
は
未
だ
本
來
の
姿
に
於
.て
活
動
し
.. 

得
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
^

^
經
齋
段
階
國
防
經
濟
の
段
階
に
あ
つ
て
ば
、
そ
の
許
慶
化
の
進
展
に
伴
つ
て
統
制
價
格
は
國
民 

經
濟
の
全
面
良
迄
波
瓦
ず
る
o
.從9

.

て
商
氣
秋
潤
.の
變
質
がI

•般
化
す
るo

 

. 

.

.

.
 

: 
■

次
に
、そ
の
質
的
內
容
に
於
て
も
變
化
す
る
事
’
.は
^-
3
1し
な
け
れ
ば
な
ら
^.
い
。*

即
ち
統
制
經
濟
T-
に
あ
つ
て
も
、
商
-

が̂
也
#
的
に 

規
定
せ
ら
れ
る
價
格
の
卞
に
、
變
質
せ
し
め
ら
れ
る
の
に
變
り
は
な
い
け
‘れ
ど
も
、
猶
％
價
格
と
統
制
價
格
と
の
間
に
は
、
重
大
な
牽

の
困
窮
な
ふ
事
實
が
生
抝
る
。
併
し
乍
ら
•統
制
價
I

は
、-
齔
民
經
齋
.の
綜
八
ロ
的
表
現
た
る
卸
^:
の
、’設
定
す
.る
倒
格
で
あ
る
.。•
從
つ
.

V

そ 

の
場
合
生
產
者
と
澈
人
と
ば
同一

水
準
に
置
か
、れ
、
生
窥
嘗
>̂
-
亦
商
人
と
同
樣
に
他
動
的
に
律
せ
ら
，れ
る
償
齋
の
下
，に
活
動
す
る
°.
か 

く
し
て
獨
占
經
，濟
時
价
に
於
け
‘る
商
業
政
'策
の
課
題
で
あ
る
商
人
と
生
產
者
と
の
.對
立
れ
調
整
す
る
と
茨
，ふ
ゆ
題
は
、
此
處
に 

一
Bi
%
 

消
ナ
る
f

な
る
。

： 

，

•
，
 

■ 

■
■ 

: 

.
, 

'

此
の
事
か
ら
し
て
絲
制
辉
濟
下
に
於
け
る
&

濟
偷
_

の
問
跟
は
-
商
霧
の
八
刀
野
ょ
り
寧
か
生
產
の
分
野
に
あ
る
事
が
察
^

し
得
ょ
ぅ
。 

商
業
道
狨
の
见
改
は
旣
に
亂
占
經
濟
暖
階
に
^-
-
て
坐
じ
た
間
亂
で
ぁ
る
。
統
制
經
濟
段
階
に
あ
っ
て
は
、
阓
格
の
指
導
性
が
生
產
者

よ
^

後f

,
襲

_

#

來
"麗

■
賺

■

忧

安

麵

德

謎

烬

賺

賴

戰

議

ヾ

晒

ぞ

銳

解

な

く

せ

レ

 

斯
か
る
生
產
っ

分
酐
贮
於
け
る
利
職
の
敷
革
ン
經
濟
倫
理
の
修
年
こ
そ
、、
'國
隞
經
濟
下
の
撮
も
重
大
氡
ふ
課
題
，で
あ
る
.と
謂
は
な
げ
れ
.ば
尨
ら
な
.い
。
ベ
 

併
し
’

ら
齋
業
倫
理
の
問
題
が
、
既
に
完
全
に
厥
決
し
得
た
譯
で
は
^；
い
‘
。
~
’
即

ぢ

商

業

そ

の

も

の

ぐ

本

質

が

市

場

經

濟

的

性

卷

持

-

パ
 

\

 

.

r

y
 

V
 

-

っ
た
も
か
で
あ
り
、
.蔽

貧

命

理

の

き

質

が

常

に

.‘
他

#.
的
に
强
行
せ
•ら
w

て
き
た
點
が
淺
ざ
.れ
る
.。
全
® ,
的
•な
價
格
統
制
が
行
ば
れ
て
ゐ

:
'
,
.
■'. ノ
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.■
■'
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.
.
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：
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ご

へ
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■
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-
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:
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.-
■
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へ■
.
.
.
.
.
.
. 

- 
/ 

-

:デ
■ 

'

る
4
日
、
"尙
ぽ
闇
取
引
、
。簡
相
場
が
横
行
せ
る
事
實
は
、
.商
業
僦
现
.が
未
だ
ゼ
體
的
.に
は
#'
化
ぜ
含
る
事
^
裏
書
ず
，る
:0
然
ら
.ば
そ
^

-
• 

V.
.
.
.
.
.
.

 

\ 

• . 

.
 

.

.

. 

.
 

* 

,

更
改
は
如
何
に
し
で
可
能
で
あ
る
か
。
吾
々
は
此
處
に
商
業
の
論
理
の
問
題
を
見
出
ず
の
で
あ
る
。 

•
 

新
し
き
偷
理
に
即
し
た
商
業
行
爲
が
主
！§
阶
に
ぐ
行
.は
れ
る
爲
.に
は
、
そ
の
行
爲
の
蕋
礎
に
あ
る
主
観
的
な
動
機
：が
客
觀
化
さ
れ
る

秧
序
を
必
ハ
要
と
す
る
。
蓋
し
そ
>の
客
觀
化
'に
依
つ
て
の
み
、
そ
の
動
機
は
商
業
行
爲
當
事
者
に
と
つ
て
規
定
的
t
も

の

と

な

る

か

ら

.で

• 

. 

• 

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.
 

- 

• 

• 

• 

• 

• 

,

-

あ
る
。
此
の
轸
觀
化
さ
れ
た
秧
序
を
生
み
出
す
事
に
商
桊
の
論
理
の
問
題
が
あ
る
。

• 

，
 

,

.

.前
④
せ
る
商
敷
利
®;
の
本
質
か
.ら
し
H

V
從
前
の
商
業
の
‘溫
床
が
自
曲
市
^

に
存
す
る
事
は
明
か
で
あ
る
。
生
產
と
消
，費
、
供
給
と

_

漏

#;
漏

.
■
漏

漏

_

#

裏

裏

■
■
■
■
•
•
 

.

.

.

. 

•• 

- 

- 

... 

▼
■.
.
.
 

-
 

•
て.
.
.
. 

.. 

.

.

.

.

.

.

揮
さ
れ
た
。
併
し
乍
ら
產
業
革
命
以
後
近
•代
‘的
大
規
模
生
產
麄
窆
れ
る
逢
る
.と
、
商
業Q

指
導
的
役
S

饽

終

る

。
併
し
自 

私
經
濟
の
，段
階
に
於
て
ば
、
未
だ
市
場
經
濟
に
於
け
る
■自
由
競
'
&は
‘

ら
れ
、
商
業
は
充
分
に
そ
の
場
を
見
出
す
事
が
出
來
た
の
で
あ

.
/
 

- 

■ 

' 

. 

• 

. 

. 

.

. 

»
. 

... 

V 

; 

ン

,

.>.
> 

ぐ
-
.

る
。
そ
の
軋
り
は
於
て
‘
.
商
業
.の
倫
理
と
論
理
は
相
互
に
矛
盾
な
'
v<
自
•己
を
貫
徹
し
得
た
。
^

'

然
る
に
_

と
資
水
の
集
積
並
び
に
集
中
の
’過
程
が
進
行
し
、
獨
占
經
濟
の
段
階
に
移I

代
す
る
：や
、市
場
經
濟
は
變
質
せ
し
め
ら
れ
、：

.

..

■
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.
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.
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C

艽o

四)

此處に商業の論問題とな

.る
。
先
づ
從
來
自
由
■競
爭
を
地
磐
と
せ
る
商
業
が
、
社
#

經
濟
の
變
革
に
依
り
.他
動
的
に
で
は
あ
：る 

が
そ
れ
自
.ち
の
論
理
を
璨
て
\

組
織
化
せ
.1
.
め
ら
れ
.る
事
が
要
請
さ
れ
る
9

旣
に
私
業
そ
れ
_

體
變
質
を
受
け
、新
し
き
商
業
倫
理
に 

相
應
す
る
論
理
の
生
誕
が
‘要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
0

然
る
に
他
方
に
^-
て
之
を
制
約
し
、■
之
と
矛
盾
也
^,
論
■理
が
尙
ほ
殘
字
す
る
。
そ 

れ
は
商
業
が
自
；

s

競
^

を
本
質
と
し
そ
‘ゐ
次
爲
‘に
、
獨
占
經
濟
下
に
.あ
つ
て
組
織
化
於
最
も
遲
滯
す
る
：.と
一K

ふ
事
で
あ
る
.
oそ
の
■結
梁 

は
商
#

<
ロ
の
^,
剩
-と
商
業
組
織
の
混
亂
ど
一K

‘ふ
事
態
を
生
む
o
.
.自
由
經
濟
(7
>
'段
階
に
あ
つ
て
は
、
工
業
生
^

の

顯

蓉

な

發

展

に

^

り 

人
口 

•は
農
業
ょ
.りH
業
べ
-栘
動
す
^

?
然
る
に一

度
獨
占
の
段
階
に
人
る
や
、
.從
來
見
ら
れ
た
如
き
坐
靡
の
擴
張
は
止
み
、生
^

制
限
、
： 

合
理
化
等
の
‘手
段
.に
依
•る
利
潤
.の
增
大
が
圖
ら
れ
る
。
從
つ
て
工
業
部
鬥
に
於
け
る
就
業
背
%

か
增
加
率
は
鈍
化
し
、
增
加
人
口
は
他
：
，
 

の
部
門
に
流
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
而
し
て
商
業
部
門
に
あ
づ
て
は
、
前
述
せ
る
如
く
獨
占
化
の
傾
向
遲
く
-
就
業
者
を
反
撥
す
る
规
: 

向
が
比
較
的
少
ぐ
、
此
，

6

•部
分
へ
の
流
入
が
顯
著
と
な
る
。
か
く
て
商
業
人
口
の
過
剩
な
る
貧
態
が
生
れ
る
0

次
に
商
業
の
.本
質
か
ら
；、
 

W

督

體

足

ダ

す

务

組

部

阅

义

が

难

組

齋

化

衝

馨

齡

屈

^

る
0
1-
'
齡
會
寶
店
：;/
產
業
組
合》

.消
^

出
ち
あ
る
。
又
商
業
内
部
に
’於
て
も
百
貨
店
、
連
鎖
店
等
の
大
規
模
經
營
の
發
生
を
み
る
に
•至
る
。
商
業
部
門
ぬ
•そ
れ
自
體
組
織
.化
す 

る
脱
か
を
^s

i
t

に
备
種
め
配
鹼
機
關
が
簇
f

 

.
て
、
獨
•占
經
濟
の
時
代
.に
は
反
つ
て
商
篥
組
織
れ
混
：亂
を
.惹

起

す

名

：事

ど
&

岑
の
.
で 

あ
る
。
以
上
の
如
く
過
挪
と
，混
亂
を
通
じ
て
從
鮮
の
新
業
論
理
ば
依
然
と
し
て
命
脈
を
眾
つ
o 

•■■
•
•
,
、 

か
く
し
て
獨
占
經
濟
段
階
に
於
け
.る
商
業
の
論
理
'は
組
織
化
へ
の
'傾
向
で
あ
る
に
も
枸
&

ず
、
，：_
時
に
.之
ど
矛
盾
せ
る
論
理
が
伏
-f
e
.
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冬
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獨
占
經
濟
睽
響
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0
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場
經
濟
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に
屬
す
る
か
ら
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外
な
ら
荩
ぃ
0

前
述
せ
：る
•如
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經

濟

：
の
：
段

階

：
象
.

つ
.て
も
市
場
經
濟
は
そ
れ
自
體
と
し
て
活
動
し
、
歪
曲
せ
し
め
ら
れ
る
と
は
云
へ
依
然
と
し
て
景
氣
變
動
：現
象
.を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
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然
る
限
り
社
顏
鞲
造
名
組
織
化
は
不
：可
熊
で
各
.'
:
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*
氣
姨
象
本
基
.<
-;
彼
動
運
動
^̂

か
れ
る
°,
か
く
て
獨
占
經
濟
段
階
に
於
て
は
商
業
の
論
理
は
組
織
化
.と
非
亂
織
化
と
の
ニ
つ
の
相
互
に
相
剌
せ
.る
要
素
を
含
む
事
と
な 

'る
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國
防
經
濟
下
に
あ
つ
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は
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葙
の
如
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矛
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は
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さ
れ
な
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。
そ
れ
は
新
し
き
商
業
倫
理
の
普
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の
為
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し
め
ら
れ
る
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で
あ
る
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國
防
經
濟
下
に
於
て
從
來
の
利
潤
原
則
、に
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く

商

業

活

動

が

全

面
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定
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相
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引
亦
橫
符
す
る
。：.泛
を
是
1£

的
な
組
繳
化
が
前
提
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、。
即
ち
新
し
き
商
潫
倫
理
の
完
成
は
商
業
論
理
の
全
き
更
新
を
待
つ
て
始
め
て
可
能
で 

あ
る
。
薪
し
い
商
業
倫
理
の
實
現
の
爲
に
は
、
ぞ
が
倫
理
觀
念
の
昂
揚
と
か
そ
れ
に
對
應
す
る
法
規
的
な
制
裁
に
待
つ
事
は
勿
論
で
あ 

る
が
、
更
に
進
ん
で
此
.の
瓶
業
偷
理
1

守
る
事
に
依
つ
て
ノ
そ
の
生
活
が
可
能
敖
ら
し
め
ら
れ
る
が
如
き
秩
序
が
必
要
で
あ
る
。
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，
閤
取
れ
の
必
敷
な
き
が
、
又
は
之
を
行
ふ
.餘
地
な
き
.や
ぅ
機
權
的
，に
作
り
出
す
事
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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消
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澥
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れ
た
譯
で
は
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前
述
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^
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如
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來
過
剩
と
混
亂
を
極
妁
た
商
業
分 

#

の
淑
織
化
は
、
18
失
#

と
一K

ふ
童
吹
な
題
令
殘
す
:9
&
あ
•る
。J

そ
‘の

解

決

は

周

届

經

濟

:(
0
計
鼙
化
と
各
種
產
業
^

於
け
名
|

收

、
 

,

商
業
政
策
の
現
代
的
.課

海

-

, 

.'

/V
一 

へ
再
o
五)



，
商

業

政

，
策

の

現

代

的

課

題

- 

八
、ニ
 

S

O

S
 

,

容

力

、•.即

ち

產

力̂
充

如

何

§
0

て
へ
ゐ.る
。

前•者
^

！
產

の

論

理

：ガ
市

.場
經
濟
的
な
^

の
か
ら
計
*

經
濟
的
交
の
' 
へ
箨
す
る 

事
で 

>
り
、
後
者
は
生
產
が
從
前
.の
倫
理
L

_
-p
.M
-K
U

々
a'
«
;
J
.て
部
^
倚
被
完
.全
.に
.遂
行
^

れ
る
事
を
.必
要
と
す
る
'9
‘前
途
せ
名
如 

く

、

獨
.占
經
濟
，が
そ
の
生
產
の
市
場
經
濟
的
、性
格
か
故
に
商
業
爻
未
組
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野
と
し
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せ
し
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相
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ん
ぜ

-
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經
濟
坐
活
の
發
展
に
對
し
て
、
人
間
の
勞
働
が
常
に
銮
本
的
な
重
要
さ
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
に
就
い
て
は
、

オ

な

亦

^

^

か

レ

こ

め

人

間

勞

働

和

基

本

御

な

窠

要

性

の

自

屬

难
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分
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現
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的
な
茶
礎
を
持
ち
得
な
か
つ
た
と
も
見
る
こ
'̂
:
が
出
來
る
。
そ
^

て
?:
の
勞
働
の
重
要
性
の
自
覺
は
、
勞
働
の
背
後
に
あ
.る
も
の
が
人 

間

で

あ

る

と

い

，
ふ

激

，
か

.ら
、
從
來
種
々
•の
倫
理
的
觀
點
に
依
ら
て
色
づ
け
ら
れ
、
人
間
の
勞p

に
關
し
て
は
倫
理
と
經
濟
の
問
題
が
：絕 

へ
ず
結
び
合
は
さ
れ
る
こ
、と
纪
依
つ
て
、
そ
れ
だ
け
不
鮮
明
な
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
た
。
し
.か
も
と
れ
が
問
題
を
益
々
複
雜
な
も
の
と
し 

た
許
り
で
は
な
人
時
I

理
的
高
題
が
前
面
に
ょ
I

く
押
し
烟
晨
て
ゐ
る
場
|

は
、、經
濟
の
議
か
ら
は
、そ
れ
は
經
濟
の 

外
か
ら
の
、第1

1

義
的
な
调
題
で
.あ
る
と
も
觀
ら
れ
た
し
•ぞ
れ
.だ
.け
に
，ま
.た
勞
働
の
重
要
性
が
眞
實
に
自
覺
せ
ち
れ
る
こ
と
を
妨
げ
た
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